
令和元年度 第２回学校評議員会 

 

１ 日 時  令和２年２月 14日（金） 15：00～16：00 

 

２ 場 所  本校第一会議室 

 

３ 出席者  学校評議員 ３名（２名欠席） 

       校長、副校長、事務長、総務主任、教務主任、生徒指導主事、 

       進路指導主事、機械科教諭、電気電子科主任、建築設備科主任 計 13名 

 

４ 次 第 

（１）開会のことば（副校長） 

（２）校長あいさつ（校長） 

日頃より、多大なるご支援をいただき感謝申し上げる。 

本年度、学校スローガンとして宮古工業高校「47 年の集大成」を掲げて取り組んで

きた。生徒たちの頑張りは、テレビ・ラジオ・新聞等で広く取り上げていただいた。

１月 29日の岩手日報では、２つの取組が同時に記事となった。また、東北放送コンテ

ストのテレビキャンペーン部門では、実習の様子を取材した番組が最優秀となった。 

高校入試の志願者数が公表となったが、総じて県内の工業高校は苦戦している。生

徒確保に向けて良いアイデア等についてご助言をいただきたい。 

（３）報告 

ア 学校経営計画評価について（校長） 

学校経営計画達成指標に基づき説明。 

【Ａ学校評議員】 

達成指標「自分に良い所がある」に関して、87％と評価が高くなっている。中学校

では、全国学調や県学調の生徒質問紙の結果、１・２年生は低い値となってしまった。

生徒がどういう部分で自己肯定感を感じているのか教えていただきたい。 

【校長】 

生徒たちが挨拶をきちんとすることや学校を休まないこと、技術を持っていること

について、先生方から話をしてもらっている。昼の放送も毎日行われている。人前で

話しをすることで中学校のときよりも自分が成長していると感じていると思う。 

【建築設備科主任】 

資格取得への取組の姿勢が大きいと思う。機械科は技能検定普通旋盤作業、建築設

備科は技能検定建築配管作業などに取り組んでおり、合格により自信が付くと思う。 

【電気電子科主任】 

３年生の面接練習は自分の良いところ・悪いところを見つめ直す機会となっている。 



【機械科教諭】 

資格取得で不合格の生徒に、次年度にもう一度頑張る意欲を持たせるように指導し

ている。努力を重ねることで合格となる経験が、自己肯定感につながっていると思う。 

【進路指導主事】 

技能検定２級普通旋盤作業に合格した機械科３年の女子生徒は、ものづくりがとて

も好きである。指示したことを工夫してできる。１年生のときは旋盤を怖がったが、

２年生で３級に合格してさらに上を目指したい気持ちが頑張りにつながった。 

【Ｂ学校評議員】 

達成指標「インターンシップ参加率」が、100％になっている。企業は忙しくてマン

ツーマンで指導している部分は少ないと思う。終了後、生徒から礼状をいただくが、

期間が短いこともあり、学校側から要望があれば企業もやりやすいと思う。 

【副校長】 

普段の学校生活とは異なり、職場へ行けば一日中立ち仕事の場合もある。どんなこ

とでも貴重な体験になっている。内陸では５日間で実施している工業高校もある。 

イ 学校評価（生徒･保護者･教職員）について（生徒指導主事、総務主任、副校長） 

学校自己評価資料（学校評価アンケート結果）により説明。 

【Ａ学校評議員】 

学校評価では、保護者は生徒を通して状況を考えるため、一致している部分が多い

ように思う。礼儀正しい生活や挨拶について、中学校としても頑張っていきたい。復

興クリーン大作戦や体験入学など中学校との交流があるが、津波の出前授業も実施し

ていただきたい。高校生からキャリヤ教育として話を聞く機会も設けたい。 

【副校長】 

鮭の町復興クリーン大作戦は、次年度も実施の予定である。 

【Ｂ学校評議員】 

保護者の学校評価「今年度のＰＴＡ行事や学校行事などの参加回数」について、参

加できるのは全体で何回になるのか。 

【総務主任】 

ＰＴＡ総会、ＰＴＡ役員会、ＰＴＡ研修旅行、挨拶運動、校内体育大会ドンリンク

サービス（母親委員会）、工業祭模擬店（母親委員会）、学年ＰＴＡなどがある。参加

したい気持ちはあるが、仕事の都合で参加できない保護者もいる。 

【Ｂ学校評議員】 

長期欠席者は、何名いるのか。 

【副校長】 

今年度は、３名である。卒業・進級に向けて頑張っている。 

ウ 進路状況について（進路指導主事） 

進路状況資料により説明。 



【Ｂ学校評議員】 

建築設備科では、東京へ７人就職しているが、どのような傾向があるのか。学習し

た内容を生かせる業種へ就職しているのか。 

【建築設備科主任】 

専門を生かすところへ就職している。県外の方が仕事の規模の大きさや自分の勉強

にもなることから、建築設備科では例年県内よりも多い傾向となっている。 

（４）意見交換 

【Ａ学校評議員】 

地域に高校があり、小中学校と一緒に取り組めることは非常に良いことである。児

童生徒へ良い影響があり、今後も新たな活動が増えていってほしいと思う。商業高校

との統合後、交流が継続できるか心配な面もあったが、鮭の町復興クリーン大作戦が

継続ということでありがたく感じた。中総体前には中学生が、工業高校の体育館を使

用させてもらった。工業高校のバスケットボール部との交流もあったようである。 

来年度の体験入学は、それぞれの校舎で同日の開催となるのかどうか伺いたい。 

【教務主任】 

来年度の体験入学については、工業校舎・商業校舎で別々の日程で実施する。また、

それぞれの校舎で活動している部活動を見学していただく予定である。 

【Ｂ学校評議員】 

募集人数を期待していたが、予想外であった。生徒や保護者の皆さんには、統合の

スタートに当たって不安があったのではないかと思う。工業高校や工業の仕事の良さ

について、工業高校出身者が中学校で話をする機会を作った方がよいのではないか。 

【Ｃ学校評議員】 

新聞を見て、先生方が丁寧に段階を踏んで指導をしていることが分かった。保護者

の学校評価「学校や先生に相談しやすい雰囲気」に関して、不十分の評価が 10名とな

っている。生徒と保護者のことをよろしくお願いしたい。 

【総務主任】 

進路、電話対応、部活動指導などについて、保護者から賛否両方の記述がある。相

談しにくいという考えを持つ保護者もいるため、真摯に耳を傾けていきたい。 

【校長】 

学校評価の学習分野の質問は、生徒・保護者・教職員を合計して 11項目あるが、全

てで評価が上がっている。学習について、生徒・保護者・教員が同じ方向を向いてい

ると思われる。志願者数については、全国的に工業高校離れがある。工業高校の良さ

は分かっているが、高校卒業後、直ぐに就職することに心配があるようである。 

今後とも、アドバイスや情報をお寄せいただくよう、よろしくお願いしたい。 

（５）閉会のことば（副校長） 

 


